
本サービスについて、詳しくはWebでご確認いただけます
https://cweb.canon.jp/it-sec/solution/guardianwall/lp/cloudmail-security/

スマートフォンからアクセス

「 取引先に機密情報が... 」
送信前に上司に確認してもらえば...

「 社内の教育を徹底していれば... 」

クラウド時代のメール情報漏えい対策サービス

Microsoft 365やGoogle Workspaceなど、クラウドのメール環境に対応した
キヤノンマーケティングジャパンが開発、提供するクラウド型誤送信対策サービスです

メールの誤送信には様々な原因があります
1件起こってしまうだけで会社経営を揺るがす事態になりかねません

サーバー管理や運用の手間なく、これらの課題を解決するには…サーバー管理や運用の手間なく、これらの課題を解決するには…

「 インシデント発生！ 」
あの重要なメールがバックアップできていれば...

「 BCCの設定を間違えた… 」

「 意図的な機密情報の流出があった... 」
どうすれば防げたの？

柔軟なフィルタリング設定と豊富な配送処理機能で情報漏えいを未然に防ぎます

メールを丸ごとバックアップ、柔軟な検索機能などにより、メール監査業務を手軽に実現します

添付ファイルダウンロードリンク化または添付ファイル暗号化で誤送信を無効化します
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サービス概要
●   お客さまのMicrosoft 365やGoogle Workspaceから送受信されるメールの経路上にサービスを挟み込む簡単導入
●   メールセキュリティ対策に必要な機能をオールインワン

豊富な条件設定で送信メールを様々な角度で事前チェック、
うっかりミスや意図的な情報持ち出しを防ぐ

●  上長承認　  ●   自己査閲     ●   送信遅延　  ●   個人情報検知

送信メールの添付ファイルを「ダウンロードリンク化」または「暗
号化」し、万一誤送信が発生した場合でも影響を最小限に防ぐ

●  添付ファイルダウンロードリンク化
●  宛先Bcc強制変換
●  添付ファイル自動暗号化・パスワードの遅延通知

手軽にメールを保管（1年）、メール利用を
しっかり管理

●  わかりやすいGUIで高い検索性を実現
●  監査機能
●  Microsoft 365のジャーナルメール形式に対応

Microsoft 365
or

Google Workspace

サービス名 月 額〈1ユーザー〉 年 額〈1ユーザー〉 備 考

MailFilter on Cloud

MailConvert on Cloud

MailArchive on Cloud 送信

MailArchive on Cloud 受信

MailArchive on Cloud Microsoft 365ジャーナル

200円

200円

100円

150円

200円

50円

50円

100円

600円

600円

1,200円

2,400円

2,400円

1,200円

1,800円

2,400円

月 額〈1ユーザー〉 年 額〈1ユーザー〉 備 考サービス名

アーカイブ保管サービス 送信

アーカイブ保管サービス 受信

アーカイブ保管サービス Microsoft 365ジャーナル

・利用料金（月額・年額）×保管年数となります
・最大5年まで

・お申し込みは、50ユーザーから10ユーザー単位
　となります

＊初期費用は無料（0円）となります。

記載されている会社名、商品名は一般に各社の登録商標または商標です。 Microsoft、Microsoft 365 は米国Microsoft Corporationの、米国、日本およびその他の国における登録商標または商標です。記載されている情報 および 
仕様に関しては予告なしに変更する場合がございます。

　　　　　 アーカイブ保管サービス ( MailArchive on Cloud が前提のオプションサービス )
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＊株式会社富士キメラ総研 2020 ネットワークセキュリティビジネス調査総覧（メールフィルタリングツール）より

Mailセキュリティ・クラウド プレミアム サービス利用料金表 価格は税抜きとなります。

オプション

※ 1年以上の保管を計画する場合はアーカイブ保管サービス
 オプションをご利用ください。

楽々運用・簡単設定を実現したベーシックサービスも販売中

3 500 500


